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QIAamp DNA BloodⅣIini Kit(QIAGEN Inc.,Tokyo,」apan)を使用し患者末梢血液か




0,016±0,005,CT:0.047±0.0 21,(P=0.41 vs.CC),TT:0.198±0.194(P=0.0 l vs.
CC,P<0,031 vs,CT)。となった。腎組織でのレニン発現量は C‐5312T多型において優位
差を認めた。
考察 RASの遺伝子多型は心血管および腎疾患の進展に影響を与えることは以前から
報告されている。これまで腎組織内でのレニン発現は測定されたが、遺伝子多型による
評価は本研究が初めてである。レニン遺伝子の C‐5312T多型は転写結合体レベルで、ま
た血漿レニン活性レベルで差異が証明されている多型である。TTホモ結合体は他の組
み合わせより組織内のレニン遺伝子の発現量が有意に高い。これは、転写レベル、血漿
レニン活性レベルでの結果と符合する成績である。
結論 ヒトレニン遺伝子のエンハンサー部位にあるC‐5312T遺伝子多型は腎組織内の
レニン遺伝子発現量を規定する。これは、転写レベル、患者血漿レベルでの成績と整合
性のあるものであつた。以上より、レニン遺伝子の C‐5312T遺伝子多型は心血管、腎臓、
代謝疾患のリスクを予測する可能性がある。より大規模で詳細な検討が望まれる。
